
〒319-0205  西茨城郡岩間町押辺1745

とこい洋治 �
県政報告�
とこい洋治 �
県政報告� TEL0299(45)6818�

FAX0299(45)0818

▲　県議会文教治安委員会は、５月８日に岩瀬町立坂戸小学校（奥村茂校長先生）の調査を実施し、常井洋治議員は、地
元選出議員として参加しました。同校は、学力向上フロンティア事業の指定校として、学力向上に熱心に取り組んでい
ます。生徒が、自ら学び、自ら考える力を育成するために、算数の授業に習熟度に応じたコース別学習を取り入れてい
ます。一般質問で学力低下問題を取り上げてきた常井議員（中央）は、授業での生徒と先生の活発なやりとりに感心し
ました。（左端は、中田町長）�
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茨城県議会議員�

　常井洋治議員は、この度第１期目４年間における県議会での全発言集を取
りまとめて、刊行しました。４回の一般質問、特別委員会及び常任委員会で
の質問、質疑の全てを執行部の答弁を含めて、全て掲載したものです。同議
員は、常々県民の皆様から寄せられた意見をしっかりと受け止め、その声を
県政に反映させることが、最も大切と考えています。そして、常任委員会で
は、当初から連続して発言をし続けています。�
　「議員は発言するのが仕事」と常に提案型の意見を述べ続け、執行部より
一歩でも先をリードすることを心懸けています。同議員の発言を受けて執行
部が動き、実現されたものもたくさんあります。�
　今後とも、同議員は、政治家としての発言の重みをわきまえ、皆さんの生の
声をメモにした「常井ノート」を片手に堂々と発言を行い、「県民主権の県政」
の実現を目ざして行きますので、どうぞ引き続き応援をお願いいたします。�
（「発言集」は、A４版432ページになります。県議会図書室でいつでも閲覧できますので、是非ともご覧ください。）�

常井議員「県議会発言集」を刊行�常井議員「県議会発言集」を刊行�
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�

1．町からの要望（①は、第１順位、最優先課題として要望）�
①主要地方道大洗友部線（平町地内）の整備促進�
②都市計画道路宿大沢線の整備促進�
③一級河川涸沼川の改修事業の促進�
④宍戸橋の架替え及び大洗友部線（橋爪地内）の整備促進�
�
2．前記①第1順位への過去3年間の対応状況（水戸土木事務所回答）�

友部町関係�
1．町からの要望（①は第１順位、最優先課題として要望）�
①国道355号バイパスの整備促進�
②一般県道上吉影岩間線の整備促進�
③主要地方道水戸岩間線の整備促進�
④主要地方道石岡常北線の整備促進�
⑤一般県道南指原岩間停車場線の整備促進�
�
2．前記①第1順位への過去3年間の対応状況（水戸土木事務所回答）�

岩間町関係�

県議会第2回定例会の結果と第3回定例会の予定�

土木委員として要望実現に頑張ります。�土木委員として要望実現に頑張ります。�

　平成15年第２回定例会は、６月５日から18日までの14日間の会期で開かれ、条例改正、意見書など19議案が議決されまし
た。今回は、補正予算案の提案はありませんでした。なお、第３回定例会は、９月３日から26日まで開かれる予定です。�

　常井議員は、土木委員会の委員として、県内各土木事務所（11所）毎の調査で、管内市町村からの要望を聞き、現地調査
に励んでいます。この調査には、各首長が自ら出席し、住民の要望をもとに真剣に説明をし、委員との意見交換を行ってい
ます。ここに、６月26日に開催された水戸土木事務所（蛭田信行所長）での調査における地元西茨城郡内３町の要望をお知
らせします。常井議員は、これら要望の実現に向けて精一杯働きます。�

今後の方針�対 応 状 況 �

事業箇所　友部町平町地内�

全体計画　延長850m�

　　　　　事業費　750百万円�

　　　　　平成９年着工�

　　　　　（県単道改）�

H12まで　測量、設計、用地�

　　　　　事業費　100百万円�

　　　　　進捗率13％�

H13　　　用地事業費　67百万円�

　　　　　進捗率22％�

H14　　　用地事業費　63百万円�

　　　　　進捗率31％�

b当箇所については、北関東

自動車道友部インターと友

部町市街地を結ぶ幹線道路

であり、平成12年度から用

地買収（50％）を行っている。�
�

b平成15年度は、引き続き用

地買収に努めながら一部道

路流末排水工事を実施する。�
�

b平成16年度に補助事業の導

入を図り、本工事に着手し

事業の促進に努める。�

�

今後の方針�対 応 状 況 �

事業箇所　石岡市根当地内～　

　　　　　岩間町椚山地内�

全体計画　延長7,850ｍ�

　　　　　事業費 9,400百万円�

　　　　　平成元年度着工�

b水戸土木　延長3,310ｍ　　

　　　　　 　事業費 2,800百万円�

　岩 間 町　延長2,040ｍ�

　美野里町　延長1,270ｍ�

b土浦土木　延長4,540ｍ　　

　　　　 　　事業費 6,600百万円�

H13まで　用地、改良工事�

　　　　　事業費　1,861百万円�

　　　　　進捗率83％�

H14　　　用地、改良工事�

　　　　　事業費　200百万円�

　　　　　進捗率86％�

b平成元年度に国補道路改良

事業に採択され、岩間町区

間については、平成12年度

に北側の一部560ｍが供用

開始した。�

�

b平成14年３月に南側の美野

里町1,270ｍと土浦土木事

務所分2,830ｍと合わせて、

4,100ｍが供用開始した。�

�

b岩間町区間のうち残る約

1,500ｍについては、今後も、

難航している用地（３名）

の早期取得と残る工事の進

捗に努め、バイパス全区間

の早期供用開始を目指す。�

ë
着
々
と
工
事
が
進
む
、３
５
５
号

岩
間
バ
イ
パ
ス
。
常
磐
線
跨
線
橋

の
設
計
に
も
着
手
し
た
。�

ë
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
北
関
道
友
部
Ｉ
Ｃ
か
ら
宍
戸
小

学
校
付
近
ま
で
を
早
期
に
開
通
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。�

　（
宍
戸
小
学
校
側
か
ら
、友
部
Ｉ
Ｃ
方
向
を
望
む
。）�



笑顔大好き�2003年8月10日� （3）�

1．町からの要望（①は第１順位、最優先課題として要望）�
①主要地方道つくば益子線整備事業の促進�

②一般県道西小塙真岡線整備事業の促進�

③一般県道岩瀬二宮線整備事業の促進�

�
2．前記①第1順位への過去3年間の対応状況（水戸土木事務所回答）�

・「景観」の保全と創造に全庁的取り組みが必要だ�

　常井委員は、屋外広告物条例の一部改正（罰金刑30万円

から50万円に引き上げ）について質疑を行いました。その

中で、友部町の住民が、地域の美化のため貼り紙などの違

反広告物の除去を行っている例を挙げて、今回の改正に併

せて行政と地域住民の「協働」による運動や実践活動の展

開の必要性を述べました。それに対し県は、東電、NTT、警

察、県・市町村が一体となって住民による違反広告物の除

去をバックアップする体制をつくり、活動希望団体を募集

し、10月を目途に活動を開始する計画であると答えました。

　また同委員は、地方分権時代の競争に打ち勝つため、地域

の宝としての「景観」の重要性を説き、その保全、創造のた

めに、県庁の各部局が一体となった取り組みを求めました。�

・北朝鮮拉致被害
者の支援に役立
った茨城県の対
応を評価�

　同委員はまた、日立港での北朝鮮貨物船チルソン号座礁

事故で本県が港湾条例を改正し、県議会が国へ意見書を提

出するなど毅然と対応したことが、国土交通省を動かし、

PSC（ポート・ステート・コントロール）の実施を通して、

マンギョンボン号の入港取り止めにつながったと各方面か

ら評価されたことをたたえ、土木部の見事な仕事振りに感

謝の意を表しました。�

　本県の港湾条例改正等の対応は、その後、新潟県や富山

県の北朝鮮籍船に対する措置の範となり、北朝鮮拉致被害

者の支援にも役立ちました。�

・違法な公金支出は進んで県民に公表するルールを�

岩瀬町関係�

土木委員として要望実現に頑張ります。�
�

今後の方針�対 応 状 況 �

事業箇所　岩間町鍬田地内～�

　　　　　久原地内�

全体計画　延長1,840ｍ�

　　　　　事業費　1,800百万円�

　　　　　平成10年度着工（県

　　　　　単道改）都市計画決

　　　　　定　平成２年11月�

H12まで　路線測量、道路設計

　　　　　事業費47百万円�

　　　　　進捗率３％�

H13　　　地質調査、橋梁予備

　　　　　設計�

　　　　　事業費　24百万円　

　　　　　進捗率４％�

H14　　　地質調査�

　　　　　事業費　５百万円　�

　　　　　進捗率４％�

b早期に国庫補助事業を導入

して事業の進捗を図る。�

�

b平成15年度は国道50号、町

道等との接続する交差点協

議を実施する。�

�

b北関東自動車道岩瀬IC（仮

称）の開通に合わせ、事業

の進捗に努める。�

土木委員会の質疑要旨�
　　　　　　（H15.6.12）�

　私は、「違法」と「不適切」とは、全く異な
るものであり、今回は「違法」であると
の前提で緊迫したやりとりをしました。
役所は、住民の負託に応え、適法な処理
をするのが当たり前のことです。�
　そして、誤りに気づいたら、進んで公
表し住民の目と耳にさらすことが大事です。
県民のための県庁であることを再確認し、
そして、県民のために懸命に働いている
県職員に晴れやかな気持ちで頑張っても
らいたい。その一心で質問しました。県
幹部の再考を期待しています。�

①常井議員の質問を受け、早速土木部が道路整備計画の説
明責任の向上を具体化�

　前回の委員会で、常井議員が、友部町の例を挙げて、都市計画道路
等が長年未着手になっている場合の県民への説明責任のあり方を質問
したことを受けて、県では、早速土木部、土木事務所とが一体となっ
て調整会議を設置しました。素早い対応を喜んでおります。県民から
の問い合わせ、意見をもとに、そのような道路計画の見直しも検討さ
れていくことを期待します。�
�
②友部町の「宍戸野球スポーツ少年団」に助成金を交付�
　ニッセイ財団「児童・少年の健全育成助成金」が交付決定され、防
球ネット等の整備に充てられます。７月３日の県庁での贈呈式には、
山田暢夫団長さんらが出席しました。常井議員は、今後も青少年の育
成団体を応援してまいります。�
�
③県道南指原岩間停車場線の用地買収へ�
　同線の通行不能箇所（岩間町長沢～笠間市「洗心館」）を解消するため、
優先的開通を目ざして、今年度から用地買収に入ります。15年度予算
1,000万円。長年の懸案解決に向けて、前進します。�

・・� ・・・�
・・�

・�

・・�
・・・�・・�

・�

▲北関東自動車道岩瀬ＩＣ（仮称）の工事が順調に進んでいる。アクセス道路の
整備が急務である。常井議員も頑張ります。�

　次に同委員は、県が出資しているú茨城住宅管理協会が、

12、13年度に県からの委託費の中から、合計約235万円を

職員の親睦会の飲食代やタクシー代、代行代に使用した違

法支出について質しました。これに対し、住宅課長、土木

部長とも「不適切、不当な支出」だとしました。同委員は、

目的外の使用なら「違法」なものと認識すべきだと質し、

経済不況で苦しむ県民の感情、目線では、県の見解は到底

理解できないと迫りました。そして、県民の信頼を得るた

めにも、県庁や外郭

団体での違法な公金

支出があった場合

は、進んで県民に公

表するマニュアルを

作るべきだと対応を

求めました。�

常井�
ノート�
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 常井洋治議員ホームページ「県政を語ろう」　　アドレス●http://business2.plala.or.jp/tokoiy
※一般質問、委員会質疑の議事録は、このホームページからリンクして見ることができます。�

新�

▲中央聴覚障害者協会（会長神賀勝男
さん）は、創立30周年記念式典を開催
した。常井議員は、同協会行事には、
常に出席し交流を深めている。当日の
あいさつでも、手話に挑戦した。会員、
ボランティアの皆さんの手づくりのアト
ラクションを楽しんだ。（15年6月）�

▲交通安全協会岩間支部（支部長岩渕四方吉さ
ん）は、国道355号バイパスに、交通安全ダルマ
を設置し、安全祈願祭を実施した。ダルマのにら
みで交通事故撲滅を切に願う。（常井議員の左
隣は、仲田町長さん）ダルマ製作寄贈は、大坂
部昇さん。神官は町田享之さん。（15年7月）�

▲岩間町剣友会（会長町田正夫さん・写真
左端。）主催の親善合同稽古会が開催さ
れ、西茨城郡はじめ県内各地から300人を
超える少年剣士が日頃の鍛錬の成果を
競った。常井議員は、同会の顧問として毎
回出席して応援している。（15年6月）�

▲第57回西茨城郡総
合体育大会が、岩
間町で開催され、あ
いさつする常井議
員。10種目で競い合い、総合得点で友部町が優勝した。　　　
（15年6月）�

ë常井議員は、地元上押辺
区のバレーボール大会に
参加し、良い汗をかいて
地域の皆さんとの楽しい
ひとときを過ごした。　�
　（15年7月）�

ë友部町仁古田の十
字路は、2本の県道
が交差し、交通量が
多い。道路改良と併
せて、右折車線の設
置が望まれている。
地権者の方の協力
を頂いて、早期の実
現に常井議員も要
望を続けております。�

　（15年7月）�

▲笠間西茨城森林組合総会であいさつを述べる常
井議員。同議員は、地場の木材活用と地球環境保
全のため、学校教室内の木質化、木造校舎の建築
など、県に対し、活発に提案を行っている。（15年5月）�

▲岩間町土師十字路で、県土木部道路維持
課主査荒野さん、水戸土木事務所坪山課
長さん、町役場持丸建設課長さんらと現地
調査。岩間二小、岩間中各PTAからの要望
を受けたもの。常井議員は、一刻も早い通学
安全対策を要請した。�
　（15年7月）�
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茨城県議会議員�

燃える郷土愛。全力投球!!燃える郷土愛。全力投球!!
　皆様には、常日頃から、私の県議会活動に対し、熱い
ご支援を賜り、心からお礼申し上げます。�
　さて、私は、２期目の当選をさせて頂いて以来、益々
元気に県議会活動に励んでおります。現在、土木委員会
委員として、県内各地を調査しておりますが、生活道路
や幹線道路の整備など、県民要望が多いにも拘わらず、
県予算が削減されている（15年度当初の土木予算は約
1,477億円で対前年度比3.8％減）ため、なかなか十分に対
応できない現状に、もどかしさを感じております。しか
しながら、私はそういう中にあっても、地元西茨城郡選
出の県議会議員として、皆様の要望を良く聞き取り、現
場を見て、水戸土木事務所に誰よりも足繁く説明に出向
いて、ともに現地調査を行うことを通して要望の実現を
図る行動スタイルを貫いております。どうか、道路等で

気付いたことがありましたら、お気軽にご連絡下さい。道
路、河川、災害対策など県民生活に密着した分野を担当す
る重要な土木行政でありますが、「生活者としての県民の
目線」と「納税者の視点」から、もっと県民の側を向いた
ものにしていく必要があります。そのため、土木委員会に
おいても、新しい土木行政を目ざして、積極的に提案型の
発言を続けていくつもりでおります。�
　私、常井洋治は、皆様の御用聞きに徹してまいります。�
　今後とも引き続き、絶大なるご支援をお願いいたします。�
　　　　　　　　　暑さ厳しい折柄、くれぐれもご自愛く
　　　　　　　　ださい。�

常井議員「県議会発言集」を刊行�


